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おわりに

1999年（平成11)7月27日より 9月5日まで、 江戸東京博物館では企画展「永井荷風と東京」

展が開催された。 本稿は、 この展覧会を通して、 筆者が博物館の文学展示について日ごろ考え

ていることを提示しようとするものである。また、博物館の展覧会の記録化の重要性をふまえ、

本展覧会の記録を併せて行うものとする。

1 文学展示をめぐる現状について

1967年 （昭和42)に開館した側）日本近代文学館の開館から34年が経ち、 近年は自治体が設置

した財団法人により運営される文学館が増加し、図書館等に併設の記念室や文庫等を含めれば、

＊当館学芸員

-131-



湯川 説子

2000年（平成12) 8 月の時点で、 478という数の文学館的施設を確認することができる。 文学館

の機能も資料の収集・保存•閲覧を主とする図書館的な役割から、 展示や教育普及活動を含め

た博物館としての役割を期待されている。 閲日本近代文学館に事務局を置く全国文学館協議会

（会員数は同時点で77館）においては、 総務情報部会・展示情報部会・資料情報部会により文

学館の具体的な事例報告や共通する諸問題について活発な議論が交わされ、 今後の文学館のあ

り方ついての模索がなされている。

2 江戸東京博物館における文学展示

江戸東京博物館は、 失われつつある江戸東京の歴史遺産を守るとともに、 東京の歴史と文化
3) 

を回顧することで未来の東京を考える博物館として、 1993年（平成 5 ) 3月に開館した。 常設

展示室には、 多くの実物資料や複製資料のほか、 綿密な調査研究をふまえて復元した大型模型

も展示されている。 図書室や映像ホ ール、 映像ライブラリ ーは、 江戸東京の歴史や文化をさら

に詳しく知る場として、 また、 ホ ー ルや学習室は、 各種の普及事業を体験できる場所として、
4) 

来館者の利用に供している。

常設展示室の東京ゾーン「東京文化展望」

のコ ー ナ ー （写真1)では、 文明開化以降、

海外の新しい文化や風俗を受け入れ、 江戸

とつながりながらも不断に変化する東京の

姿を伝えることを主眼とし、 三つの視点か

ら展示を行っている。 一つめは東京の文化

施設や娯楽施設に関する展示である。 地図

や刷り物などの関連資料を展示するととも

に『大東京鳥暇図』(1922年・大正11) には

博物館や大学、 寄席や活動写真館といった （写真1)江戸東京博物館常設展示室「東京文化展望」コ ー ナ ー

施設を落とし込み、 電飾によりその分布状況を伝えている。 二つめの視点は東京の文士村や文

化サロンにおける文学者たちの交流である。 文士村 ・文化サロンの概要を写真と解説文によっ

てパネル展示し、 『大東京鳥諏図』にもそれらの開催された場所を電飾で示した。 三つめの視点

は東京を舞台とした文学作品である。 明治期から大正期のおもな作品の初版本を展示し、 描か

れた風景を絵画資料等で紹介している。 しかし、 文学展示の最終的な目標の ひとつとして来館

者が作品を読むことを挙げるとすれば、 こうした展示手法が望ましい結果を呼んでいるかは疑

問である。

さらに「盛り場浅草」のコ ー ナ ーでは、 明治・大正・昭和のうつりゆく浅草の姿を、 錦絵、

見世物のチラシ、活動写真のプログラムなどによって紹介している。 このなかで、 浅草オペラ
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の時代を伝える資料として浜本浩の 『浅草の灯』 を、 レビュ ー劇場カジノフォ ーリ ーを表す資
5) 

料として川端康成の『浅草紅団』を展示し、 文学資料を通しての事象の紹介を行っている。 「浅

草」という地域テ ー マの展示は、 作品に親しみを持ってもらいやすいが、 文学は文字によって

記された内容が作品そのものであることから、本の展示と150字程度の解説文で作品の雰囲気を

伝えているかという点では、 限界を感じる。 一節を抜き書きしたり、 展示解説の際に読み上げ

たりしているが、来館者の作品を読みたい気持ちを喚起する展示となっているかは心もとない。

， 筆者は1991年 （平成 3 ) 4月より江戸東京博物館の開館準備に従事し、 上記のコ ー ナ ーの開

設に携わってきた。 開館後は1995年 （平成7 ) 3月までこれらのコ ー ナ ーを担当し、 その後広

報関連部署への異動を経て、 1998年 （平成10) 4月よりふたたび当コ ー ナ ーの担当を受け持つ

こととなり、 効果的な展示手法を考える機会に恵まれてきた。 企画展「永井荷風と東京」展の

準備は、 そのような中で模索されたものであった。

3 企画展「永井荷風と東京」展

(1) なぜ 今「荷風展」なのか

江戸東京博物館で開催する企画展では、 江戸東京の文化と伝統を伝えるものを中心に、 国の
6) 

内外から資料を求めて、 特色ある展示に努めている。

企画展「永井荷風と東京」 展は、 平成11年 度第3回企画展として1999年（平成11)7月27日（火）
7) 

から 9月 5 日 （日）まで開催した （写真 2) 。 その開催趣旨は次の通りである。

東京に生まれ、 東京に生きた作家・永

井荷風（1879~1959)は、『すみだ川』『腕

くらべ』『つゆのあとさき』『湮東綺輝』

などの、 東京を舞台とした作品のほか、

錦絵・歌舞伎・狂歌などについて記した

『江戸藝術論』 や、 東京の散策によって

完成させた 『日和下駄』 といった優れた

随筆を数多く著している。 また、 1915年

（大正6 ) から死の直前まで書かれた日 （写真2)企画展会場入口

記 『断腸亭日乗』 は、 独居と隠棲の日々の記録であり、 時代の風俗を知る貴重な資料でもあ

る。

本企画展では、 西洋での生活により培った、 日 本の表面的な近代化に対する嫌悪と、 江戸

芸術への憧憬を、 生活の中に実践した永井荷風の生涯を追うとともに、 荷風がたびたび散策

し描いた都市・東京の姿を、 うつりゆく風俗とともに紹介した。

なお、 1999年 （平成11) は荷風の生誕120年・没後40年にあたり、 これを記念して展覧会を
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開催した。

永井荷風には80年の生涯にわたる人生から、 さまざまなエピソ ー ドと全集30巻分の作品が残

されている。 また、生前、そして没後40年の間には、さまざまな角 度からの荷風研究が行われ、

展覧会も数 度開催された。 そして荷風といえば花柳小説で知られる耽美派の作家であり、 その

作品の特性から他の文豪と比べて読者層の年齢が高く、 若い世代に馴染みがある作家とは言い

難かった。

そのような状況下で当館で荷風展を開催したのは、 おもに次の理由からである。 明治末期に

新しい文学の方法を模索し、 その後も優れた作品を創作した荷風の姿は、 自己実現を目指す今

日の人々にとっても学ぶところが大いにある。 また、 時代の変化にとらわれず、 独りで生きる

ことの自由さを選択し、 それゆえの不自由さをも受け入れた生涯からは、 偏奇なまでの頑固さ

が読みとれ、 個人の生き方が問われている現代にも見るべきものがある。 さらには近年の都市

生活に対する関心や散策の流行から、 荷風作品に馴染みのない人びとからも興味を持ってもら

えるのではないかという考えがあった。

そして幸運なことに、 荷風の養子であり著作権継承者でもある永井永光氏、 甥である永井皐

太郎氏をはじめとする荷風の親族の方々、 調査を進めていくなかで出会った荷風関係資料所蔵

者の方々の協力を得て、 多くの資料を出品することができた。 資料を展示して初めて展覧会は

成り立つものである。 荷風生誕120年・没後40年という記念すべき年に、 展覧会の趣旨をご理解

いただき、 ご尽力をいただいたことを、 まずはここに記す。

(2) 「荷風展」開催の意義

生涯学習機関としての博物館を考える場合、 そこで開催される展覧会は、 調査研究の成果を

期待され、 訪れる来館者に何を伝えるかを問われるものであろう。 これをふまえると、 展覧会

は歴史的事実や優れた先人の業績を伝えるとともに、 普遍的あるいは今日的なテ ー マを扱うべ

きものとなる。 荷風展の場合は、 代表的な作品を紹介すると同時に、 作品形成に影響を与えた

都市に生きる個人の生き様を伝えることを目標とした。
8) 

ところで当館では、 自主企画展覧会の実施は、 企画者の案を企画展委員会にはかり、 その意

向を参考にする方式が取られていた。 当展覧会の場合は、 空襲で住まいの焼けた荷風の筆墨類

などを集めるのは難しいのではないか、ひとりの作家を扱うだけで1,000平方メ ー トルの企画展

示室が埋まるのか、江戸東京博物館として荷風をどのようにとらえるのか、 自筆の原稿や使用

したものだけが並んでいるのは望ましくないといった、 さまざまな意見が出された。

これに対して、 遺品や戦前の筆墨類も残されていること、 市内の散策により完成した作品の

ほか、 江戸文化、 江戸文人についての研究、 日記に見る独居の様子や時代を物語る資料などが

展示できることを主張した。 また、これまで永井荷風の大規模な展覧会は開かれたことがなく、

当館で展覧会を開催し、 都市東京との関わりの中でその足跡を伝えるにふさわしい人物である

ことを示し、 最終的には委員会の理解を得ることができた。
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(3) 開催時期 ・開催期間

各種の広報媒体に取り上げられる機会を多くするためには、 荷風の生まれた12月もしくは没

した 4月に実施することが望ましく、 また、 春・秋は当館の入館者数が多い季節であることか

らも、 当初はこの時期の開催を希望した。 しかしゴ ー ルデンウイ ー クにはすでに他の自主企画

展が開催されることが決まっており、 秋から冬にかけても、 スポンサーがその時期の開催を条

件としていた展覧会が準備されてたことから、 開催は夏季の36日間となった。 季節がら、 文学

散歩などの屋外を回る関連事業を計画しなかったが、 春・秋に比べて他館で規模の大きな展覧

会が開催されることが少ないため、博物館・美術館にたびたび訪れる人びとを呼び込むチャンス

が広がるというメ リ ットもあった。 しかし一方で、他の行楽地や劇場などの芸術鑑賞施設が強力

なライバルとなる。 これらをふまえて、夏にふさわしい事業の開催、広報を目指すこととなった。

(4) 来館者の予測

展覧会の開催にあたっては、 前もって所要経費を把握しておくと同様に、 あらかじめ来館者

数の目標をたてる必要がある。 来館者数は過去の展覧会のデー タなどから予測し、 一方で具体

的な目標数を設定することで適切な広報戦略を練ることができる。 人さえ入れば一過性の企画

内容でも構わないという考え方のアンチテ ー ゼとして、 企画に関心のある人だけが来てくれれ

ば良いとする考えを持つことは、 博物館が公共の施設である以上、 誤った認識である。 できる

だけ多くの人びとに企画内容を伝えるための努力を惜しんではならない。

また来館者数の予測は、 入場料や図録売上の収入を予測することもでき、 展覧会開催の収支

のバランスをあらかじめ設定することも可能となる。 さらに核となる来館者層を推定し、 第 一
9) 

に彼らに 向けて効果的な広報を行うことが重要である。 本展では来館者数を過去のデ ー タから

6万人と設定し、核となる層を荷風作品の読者層である60代以上の男性とした。 また、荷風の生

きていた時代を知っている世代や、若い世代にもアピー ルすべく広報の方法を探ることとした。

(5) 資料との出会い
10) 

晩年まで執筆活動を続けた荷風には全集30巻分の作品があり、 80年の人生に渡るエピソ ー ド

が残されている。 そして生前はもとより没後40年分の先行研究が存在する。 展示構成を作るに

あたっては、 これらをいかに消化し展示として還元するかが重要な問題であった。 そして展示

趣旨を物語る資料をどれだけ集められるかが大きな課題であったが、 はじめての大規模な荷風

展であることから、 先行する調査記録も少なく、 資料調査には時間がかかることがあらかじめ

予測された。

手がかりのひとつに、 1990年（平成 2) 10月 7 日から11月11日まで市川歴史博物館において

開催された「荷風ノ散歩道」 展のための調査記録が存在した。 永井永光氏所蔵の荷風の遺品に
11) 

ついて、年代・法量などの資料情報を記したものである。 また『考證永井荷風』（岩波書店 1966 

年・昭和41) をはじめとする秋庭太郎氏の著作は、 荷風の生涯を追いつつ関連する資料の写真

を多数掲載したものであり、 資料調査を始める上で、 大きな参考となった。 秋庭氏の著作が出
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版されてからは数十年の年月が経っており、 所在不明の資料もいくつかあったが、 多くはもと

の所蔵者の ご子孫に引き継がれており、また、それらを快く調査させていただくことができた。

さらに展覧会準備中に、 荷風の甥にあたる永井皐太郎氏のお宅が貰い火で被災し、 燃え残っ
12) 

た家財道具の中から大量の家族宛書簡が発見された。 このうち外遊先から家族に宛てたものに

ついては、 アメ リ カ、 フラン スでの荷風の心の変化を伝える展示資料として、 大きな役割を果

たすことになった。 父母、 弟たちに宛てたこれらの書簡からは、 遠く離れた家族とのあたたか

い交流の様子を読み取ることができる。 帰国後、 家族とのつながりに嫌悪を示した作品を記し

たことや、 父の死後の弟との不和から、 荷風の家族に対する思いはこれまで見えにくくなって

いた。 そうしたなかでの新資料の発見は、 火災という誠に不幸な出来事がきっかけとなってし

まったが、 永井壮吉の心の底を垣間見る契機を与えてくれた。 そして約半数を占める、 帰国後

に母に宛てた書簡は、 母と荷風のつながりを改めて考える大きな発見となり、 自作の芝居へ招

待する内容の書簡 （1920年・ 大正 9 5月2 1日付）は、 具体的な事柄を表すものとして展示に

活用することができた。

調査を進めて行くなかで、 資料の所蔵者や関係者との出会いから、 今まで文献には載ったこ

とのない資料や、 さらに新しい資料を所蔵されている方を紹介していただき、 それらの多くも

出品に結びつけることができた。 展覧会は資料によって成り立つものだが、出品に至るまでは、

人と人との結びつきが重要であると改めて感じた次第である。

(6) 展示構成

展示の構成は、 まずは章立てを行うことから始まり、 三つの章をテ ー マ ごとに構成した。

第 一章は、 のちの創作活動に大きな影響を与えたとされる、 幼年期や父母に関する資料が集

まったこと、 何よりも新発見の書簡があることから、 誕生から作家として一人立ちするまでと

いうコ ンセプ トで通すこととした。

展覧会全体の構成としては、 幼年期から晩年期へ生涯を追いながら作品を紹介する、 という

筋道をたてたが、 それだけでは当館で行う個性が出ない。 そこで第二章では、 荷風と江戸、 荷

風と東京との関わりを、 時代の流れではなくテ ー マで捉えてゆくことにした。 とは言っても、

大正初年から昭和初期までの荷風自身の生活の変化も、 合わせて知ってもらわなければならな

ぃ。 さらには代表作である 『湮東綺謙』 のコ ー ナ ーは、 資料も豊富にあることから、 独立させ

て展示することにした。 そして荷風の文学的生活の終焉とも言える、 空襲による偏奇館の焼失

で第二章を終わらせた。

第 三章では晩年の生活を紹介し、 死に至るまでをテ ー マ ごとに追った。 戦後の荷風は文化勲

章の授与とあいまって、 何かと マ スコ ミの話題にのぼることが 多かった。 有名な浅草通いや金

にまつわるエピソ ー ドなどを伝える方法として、 描かれた荷風像という視点を用いた。 また、

すべての展示の最後となるコ ー ナ ーでは、 作家・荷風の優れた業績をもう一 度考えてもらおう

と 『断腸亭日乗』 原本をテ ー マ ごとに展示し、締めくくりとした。
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以上のような考えから、 展示構成は下記のとおりとなった。 これに基づいて作成した会場図

面（資料1)も掲載する。

I 荷風誕生

「狐」の家

1荷風の系譜 2楽屋十二時 3文学志望

― 「あめりか」から「ふらんす」へ

1荷風の青春 2オペラの夢

一 新帰朝者・荷風

1新帰朝の重み 2『三田文学』のころ 3結婚と父の死

II荷風と江戸・荷風と東京

荷風の江戸

1 江戸趣味の人 2 「日和下駄」の世界 3 「江戸藝術論」 4 江戸文人と探墓

― 荷風の東京

1 荷風ひとり暮らし 2 都市の散歩者 3 「渥東綺讀」の世界 4 偏奇館炎上

III荷風の世界

市川の散歩道

1荷風の散歩道 2荷風流生活

― 浅草の荷風散人

1描かれた荷風像 2正午浅草

― 『断腸亭日乗』の世界

I·I 
血· 活， ●
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湯） 1 | 説子

I 章は青色、 II 章はピン ク色、 III章は

茶色とそれ ぞれテ ー マカラ ーを決め、 各

項 目 には300字程度の解説を付した。また

章 • 項 目 ・テ ー マの タイ ト ルと項 目解説

には、 英文の翻訳を掲載し、 パネル表示

した（写真 3 )。

(7) 展示資料と展示手法

資料の展示は、 資料の持つどのような

情報を観せれば展示のねらいに合致する

のかを考えながら、 項 目ごとに出品リ ス

トを作成した。 同時に展示の ス ト ーリ ー

からははみ出るものであっても、 資料と

してどうしても観せたいものを、 どのよ

うに展示すれば来館者が混乱することな

く理解できるのかを考えた。

第一章の導入部には、 来館者が興味深

く観てくれるであろうと思われる荷風の

「へその緒」 を展示し、 詳しい解説を 付

一""'●●9ii•m....u日 I ― 「叩
皿•..... ．□9"” ...，
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（写真 3 - 2)
テ ー マ タ イ ト ル表示パ ネ ル

(450 X 768) 

（写真 3 - 1 ) 
項 目 タ イ ト ル ・

解説表示パネ ル
(900 X 2700) 

した。 へその緒はまさに身体の一部であることから、 見世物的な観方をされる恐れもある。 し

かし、 紅白の水引きがかけられ誕生の日時が記されたへその緒は、 荷風がおかれた長男として

の立場を示すなど、 語るべき多くの情報を持つ資料であった。 第一章第一番目の展示資料であ

り、 独立した展示 ケ ー スに一点のみで展示することで、 来館者に荷風の幼年時代の世界に入っ

てもらうこととした。

アメ リ カ、 フラン ス在住時代については、 荷風が訪れた場所の同時代の風景を写した絵葉書

を写真パネル化し、 風景が荷風の心象に影曹を与えたことを表した。 絵葉書現物を展示するこ

とも可能であったが、 荷風が一義的に関わった資料と 区別するため、 あえてパネ ルという表現

をとった。 また、 荷風が横浜正金銀行ニ ュ ー ヨ ー ク支店、 リ ヨ ン支店に勤務していたことを展

示するため、 それ ぞれの建物の写真に加えて、 勤務という事実を視覚的に印象づける実物資料

を探した。 銀行勤務時代に荷風が記した書簡のうち、 銀行の便箋を使用したものを調べて内容

を読むと、 ス トーリ ー展開できることが確認でき、 展示することにした。

帰国後、 芝居の創作にとりかかったことは、 前述の新発見の母親宛書簡を通して紹介した。

母との関係を表す好資料として、 母親に近所で買ったパンを届ける内容の書簡も発見されたの

だが、 ス ト ーリ ーにあてはめることが難しく展示から外してしまった。

初版本など書籍そのものの展示も、 ス ト ーリ ーに合わせて置くだけではなく、 たとえば『す
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み だ川 』 は胡蝶本 ( 1901年 ・ 明治44)、 一編本 ( 1915年 ・ 大正 4 )、 縮刷本 ( 1 9 16年 ・ 大正 5 )、

一編本 ( 1935年 ・ 昭和10) を 展示し、 時代とともにさま ざ まな装禎のものが出版されたことを

示した。

第二章の前半 は、「荷風 と 江戸」というテ ー マ から、 愛用の三味線 を 展示し、 荷風作詞の長唄

の前唄 を 音響装置を使 っ て会場に流した。 そ して時代 は 下るが、 経営していた待合に飾られた

自 筆の軸や色紙な どが数多 く 借用 で き たため、 これを1 3 メ ー ト ルにわた っ て ウ オ ー ル ケ ー ス 内

に展示した。文献からこのような資料が存在することはわかっ ていたが、掲載の写真は 白 黒で、

また軸の表具まで写真に写 っ ていたわけではなかっ た。 調査で華やかな色で 表装された軸 をは

じめて 見たと き 、 これは来館者の 目 を 惹 き つ けるに違 いない資料だということを実感し、 ま と

め て 観せることに決めた。

「散柳窓夕 栄」 は、 山東京伝の 『小紋新法』 より図案を写し取 っ たものであることから、 こ

れ を併せて展示した。 『日和下駄』について は、 実際に作品に登場する文献や地図、 錦絵な ど を

展示 し、 荷風自身の江戸文芸に対する造形の深さや、 東京の町歩 き によ っ てこの作品がつ く ら

れたこと を 表してみた。 『江戸藝術論』も、 具体的な作品名が挙がっ ていな く とも記された 内容

から版本や錦絵な どの資料 を 特定することがで き るため、 これを展示した。 また、 荷風の作品

には 、 しばし ば多種類の装禎 をなしたものが見られるが、 そ の一例として表紙の色の異なる2種

類の 『江戸藝術論』 を 展示した。 漢学者を輩 出した母方の祖父の家系や、 江戸文人の研究な ど、

時代の流れの前後するものも テ ー マ ごとに展示 ケ ー ス にまとめ、 来館者が混乱しないよう配慮

した。

第二章の後半、 「荷風と東京」 は、 都市における ひとり暮らしをテ ー マの基調として、 偏奇館

に関連する資料や、 日々 の生活の中で描いたと思われる筆墨類、 健康状態や経済状態を示す資

料 を 紹介した。なお、 ひとり暮らしの老人が登場する 『雨満滴』 は、 初版ではな く 優れた装禎

として 知られる野田書房版 を 展示した。 『 つ ゆのあとさ き 』 の そ ばには 織 田 一磨の描 いた銀座の

カ フ ェ ーの石版画を展示し、 作品に登場する カ フ ェ ーの雰囲気を来館者に想像してもらおうと

考えた。 『 つ ゆのあ と さ き 』 と 一磨は直接的な関わりはないが、 一磨の版画 を 荷風が絶賛 し てい
13 ) 

たこ と から、 この場にふさわ し い資料であると判断したのである。

この ほか、 しばしば訪ねた銀座の地図や、 荷風の撮影した東京郊外の写真、 散歩の参考にし

た 江戸の地誌を紹介し、 展覧会のサ ブ タ イ ト ルとした 「都市の散歩者」 につ い ての展示 を 行 っ

た。

『濃東綺謂』 については、 発行されたさま ざ まな種類の単行本と文庫本 ・ 8種 を 展示してみた。

モ ノ と しての書籍を語るために、 種類や量の多さで 示す と いう手法 を 用 いたわけだが、 よ く 知

られた 作品であるからこ そ 来館者が注 目 して く れる だろうという期待があっ た。 コ ー ナ ーの壁

面 に は 、 木村荘八の描いた挿絵の原画を展示し、 該当 す る本文の抜 き 書 き を脇 に 示した。

作家展の場合、 作品のあらすじは 解説で き ても、 本文 そ のものを読 んでもらうという展示は
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なかなか難しい。 自筆の原稿用紙や書簡は、 その作家や作品に親しみのある観覧者に対しては

大きな展示効果が期待できる。 しかしそれらの小さな文字や崩し字などは読みにくく、 た いて

いは 本文を味わっていただくまで行き着かないことが多いと思われる。 そこで挿絵の原画とと

もに 本文を読む、 という方法を試み、 作品に馴染みのない方には、 挿絵から作品に興味を持っ

ていただくこととした。 作品に詳しい方には、 挿絵の原画と共に作品を味わうという贅沢な体

験をしていただいた。

作家展では、 作品が日々 の生活・体験によって生まれた思想と不可分な場合が 多いことから、

作家の生涯を追う方法がおもに用いられる。 これはもっともなことであるが、 たとえ ば画家の

展覧会の場合、 こうした手法をとることは稀である。 展示構成は絵画作品が中心となり、 画家

の生涯を象徴する資料はあくまでも 付属物として扱われ、 来館者は作品の鑑賞をじっくり行う。

文学の よ うな文字を媒体とした芸術作品が、 こうしたやり方に馴染まないのは当然である。 文

学の鑑賞、 すなわち読書は、 絵画の よ うな作品を鑑賞するのに比べて時間を要するからである。

もちろん絵画作品を鑑賞し理解することが文学作品に比べて容易である、 とここで言いたいの

ではな い。 文学作品の体験は、 絵画作品の体験に比べて時間を有し、 鑑賞者が理解するまでに

より時間がかかるという意味である。

当展覧会では、 あらすじを紹介するだけでなく、 あるいは挿絵に合わせた場面のみの展示で

はなく、 来館者が主体的に作品を鑑賞できる方法がないかを模索した。 そこで思いついたのが、

展示室内に読書スペ ー スを設け、 来館者に作品を手に取って鑑賞してもらうということであっ

た。 全集 本はもとより、 単行 本は手に入るものは初版のものを、 また文庫 本も揃え、 用意した

本棚に配架した。 休憩 スペ ー スを兼ねた読書スペ ー スとして、 昭和初期のカフ ェ ーをイメ ージ

した空間を演出し、 そこにテ ーブ ルとイ スを用意した（写真 4 ）。 この際、 まわりの展示資料に

影響を与えない範囲で、照明も読書のできる程度の明るさに設定した。 約1 , 0 0 0 平方メ ー ト ルと

いう広さに恵まれた企画展示室では、 このような スペ ー スを設けることも可能であった。 これ

により順路を確保しつつ、 どのように休憩

コ ー ナ ーを設置するかという問題も解決で

きた。 アン ケ ー トで見るとこの読書 スペ ー

スの試みは幸いにして来館者に好評であっ

たが、 文庫 本が数冊紛失したことは残念で

あった。

今 回の展覧会では、 さらなる新資料の発

見があった。 荷風作のオペラ 「葛飾情話」

の楽譜と録音記録である。 また、 関連資料

として作家の永井路子氏へ宛てたユ ー モラ

スな書簡も出品することができた。 楽譜を
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展示した脇では 「葛飾I青話」 の ク ラ イ マ ッ ク ス シ ー ン を タ ッ チ ボ タ ン 式の音響装置 に よ り 再生

した。「荷風の江戸」 コ ー ナ ーでは音曲 を取り上 げたが、ここ 「荷風の東京」 コ ー ナ ーではオ ペ ラ

を 扱 い、荷風の音楽 に 対する理解の幅 を、音響という同じ手法 を 用 いて二つの コ ー ナ ーで表した。

1 937年 （昭和12) に日中戦争が勃発、 その後の時局の変化 を、 荷風は生活者の視点からも 日

記 に 記してい る。 当館ではこの時代 を 表す生活資料 を 多数所蔵しているが、 安易 に そ れら を 展

示すると荷風自身の体験や思想 に つい ての情報と交錯し、 展示 ス ト ー リ ーの理解 を 妨 げる恐れ

がある。 そこで資料 そのものではな く 、 ニ ・ニ六事件や銀座の空襲な どの写真パ ネ ルと、 対応

する 日 記の箇所 を 抜 き 書 き した キ ャ プ シ ョ ン を展示すること にした。資料としては、1941 年（昭

和16) 12月 8 日当日に開戦 を 知らず起稿した作品 『浮沈』 や、 断りな く 名 前 を 掲載された 日 本

文学報国会の会員名簿な ど、 直接荷風 に 関わりのあるもの を 紹介した。

また、 荷風の孤高の砦であっ た偏奇館の空襲 に よる被災は、 重大な事件である。 印象的な展

示と な るよう、 ひとつの コ ー ナ ー に まとめ、 持ち出すことので き た日記を 入 れた手革包と焼け

跡から見つかっ た 断腸亭の印 を展示した。 日記の偏奇館炎上の シ ー ンは、 抜 き 書 き して キ ャ プ

シ ョ ンで提示、 合わせて、 数年後 に 偏奇館の焼け跡 に 立つ荷風の写真 を 展示した。

東京での被災後、 岡 山 に 疎開した 荷風は、 谷崎潤一郎と親交 を 温めることとなる。この二人

の作家の交流 を 表す資料として、 そ れ ぞ れの書簡 を展示した。 さら にここでは、 断腸亭の印が

谷崎から荷風 に 贈られたも の であることから、 前の コ ー ナ ーと ス ト ー リ ー をつな げるこ と がで

き た。

戦後、 荷風が市／ 1 | に 移り住 んでから没するまでの様子は、 時代の流れ を 追いつつも、 テ ー マ

展示 の手法 を と っ た。 まずは市川 に 江戸の面影 を 求めての散策、 そ の散策 に よ っ て生まれた作

品な ど を 紹介し、 続いてひとり暮らしの様子 を、 自炊の道具や食器、 衣類、 愛用の文具な ど に

よ り 展示した。 戦後の荷風は、 吝裔ぶり をはじめとし、 多 く の奇行や浅草通いな ど、 ともすれ

ばこうした エ ピ ソ ー ド ばか り が注 目 されがち だが、 興味本位のものとな っ ては博物館の展示と

して成立しない。 実際、 晩年の荷風 を 見聞 き していた世代の来館者からは、 浅草通いの展示 に

物足 りなさ を 感じた、 という意見もいた だいたが、 ス ト ー リ ーの成 り 立たない展示 をするわけ

には い かない。ここではこうした エ ピ ソ ー ド を く描かれた荷風〉 という視点から取り上 げ、 実
14 ) 

績のある老作家 だからこ そ 世間の注 目 を 集めた、 というア ン グ ルで 紹介した。 作家の実像と虚

像 に つ い て考え てもらう には、 効果的であっ たと思う。

文化勲章授与の コ ー ナ ー では、 荷風への イ ン タ ビ ュ ー を 収録した 映像 を 用 いた。 動 い ている

荷風、 し ゃ べ っ ている荷風の画像は、 観覧者 に 強 い 印象 を 与えた。 特 に、 タ キ シ ー ド に 身 を包

みつつも前歯の欠けた容貌からは、 大作家であ りながらも多 く の読者 に 親しまれていた 当 時の

雰囲気 を伝えることがで き た。

展覧会で人物 を 取り上 げ る 場合、 そ の イ メ ー ジ を 喚起す るものとして どの よ うな 肖 像 を 使用

するかは 重要な ポ イ ン ト である。 本展覧会では、 まず入 口のサ イ ン パ ネ ル に ス ー ツ 姿で歩 く 荷
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風の写真を展示し、 タイ ト ルの副題にも ある 「散歩」 をイメ ージしてもらうことを考えた。 そ

して挨拶パネルの横には、 タ キシ ー ド姿で煙草を燻らす写真を使用、伊達男の雰囲気を伝えた。

また各項目の 冒頭に設けた解説パネルには、 その時代時代の荷風の 肖 像を展示、 各時代の象徴

的な荷風の姿を表すことで項目への導入をうながした。

荷風の死については、 「孤独な死」と報じられる一方で、 勝手気ままに生き、 人に看取られず

に死 んだことを 「最大の勝利」 とした意見もあり、 どのような展示を行うか悩 んだ。 「描かれた

荷風」 という視点から当時の雑誌記事の展示を考えたが、 衝撃的な孤独死に加え、 晩年の奇行

や女性関係、 財産問題などを興味本位に書き立てたものが多く、 明治、 大正、 昭和と新しい文

学の可能性を模索し創作してきた文豪への畏敬を記したものは、 ほと んどみられなかった。 し

かし、 これらの雑誌類を通して、 孤独で あったがゆえに大衆に注目され支持されてきた作家の

生き様を表せるのではないかと考え、 展示をすることにした。 とは言っても、 報道された雑誌

だけでは、 あまりに見世物的要素が強す ぎる。 ここで荷風の死に対する考え方を表明し、 かつ

荷風がどのように葬られ、現代にどのようなメ ッ セ ージを残しているかを表すため、1940年（昭

和15) に従弟に宛てた遺書を展示し、 葬儀の様子や墓所、 記念碑設立のことについて取り上げ

た。

展示の最終章では、 日記 『断腸亭日 乗』 をまとめて展示した。 1917年 （大正 6) 9月16日よ

り亡くなる前日の1959年 （昭和34) 4月29日まで、 42年間にわたって続けられた日記は、 荷風

の生涯を追ったそれ ぞれのコ ー ナ ーで展示することも考えられた。 しかし本展では敢えてーカ

所にまとめ、 しかもテ ー マ ごとに展示することで、 その資料的な価値を来館者に訴える手法を

とった。 確かに、 日記執筆の動機が記された箇所や草花のスケ ッ チ、 東京市中の散歩の様子や

日米開戦の日の記述、 そして筆禍を恐れて自ら切り取ってしまった箇所など、 それ ぞれの展示
15 ) 

コ ー ナ ーで紹介をした方が、 その時々の荷風を知る上では有効な方法では ある。 しかし、 亡く

なる前日まで続けられた日記を書くという行為は荷風の生き方を支えたもので、 それを象徴的

に表すためには、 42 年間分の記録の存在をひとつのコ ー ナ ーで伝える方法こそが適切で あると

考えた。 そしてテ ー マ ごとの展示を通して、 日記だけでも荷風の多面的な魅力を表せること、

すなわち日記の資料としての価値を、 テ ー マ展示という手段を用いて伝えたので ある。 さらに、

モ ノ としての日記に注目すれば、 浄書され製本されたものの美術的な価値はもちろん、 戦後の

ペン書きの ノ ー ト、 下書き用の手帳と、 集合的に展示をすることで、 それ ぞれの比較が容易に

できるものとなった。 なお、 このコ ー ナ ーでも音響装置を用いて、 荷風による日記の朗読を再

生した。

もちろ ん、 生涯を追ったそれぞれのコ ー ナ ーでも日記の記載内容を紹介したいと考え、 日記
16) 

からの抜き書きを各章において キャプシ ョ ンとして提示した。 荷風の生涯の 大きな転機で あ

り、 日 記のクライ マックスに あたる偏奇館炎上という事件は、 結局この キャプシ ョ ンと、 そし

て日記そのもの、さらには下書き用手帳と、 三回にわたって登場することとなった。 すなわち、
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抜 き 書 き した キ ャ プ シ ョ ン では記された

内容 に 注 目 してもら っ た。 そ して最終章

で 日記 そ のもの の偏奇館炎上 の ペ ー ジを

展示 し、 モ ノ としての資料の価値 に 視点

を注いだ。 さら に 下書 き 用 の手帳 の偏奇

館炎上 の シ ー ンを開 き、 浄書本との 内容

の 違いを示すことで、 荷風の 日 記が優れ

た創作であることを表 した のである。

キ ャ プ シ ョ ン や 写 真な ど の パ ネ ル に

は、 そ れ ぞれ各章 ごと に 決 めた テ ー マ カ

ラ ーを付し、資料名、 時代年代、作者等、

所蔵者な どを記載、 必要 に 応じて100字
17 ) 

~150字 程 度 の 解 説 文 を 記した （ 写 真

5)。 また 前述 の 通 り 、 作品を引 用 する

キ ャ プ シ ョ ンを別 に 製作した （写真 6)。

なお、 展示した資料 の形態は、 荷風の 著

作本、 原稿、 書簡はもと よ り 、 自筆の筆

墨類、 文具、 衣服、 生活用具 の ほか、 作

品 に 登場する錦絵や地絵図な ど多 岐 にわ

た っ た が、 いずれも簡潔なわか り やすい

解説文となる よ う心がけた。 そ の 上 でモ

ノ の 持 っ ている力、 実物資料の 迫力 に 助

けてもら っ た ので あ る。

また、 読書 ス ペ ー ス 以外 にも、 来館者

立［腕“2らぷ：』晶（手ム家版）げ・と乎；：ゞ←
1 91 7年 （大正6) 1 2月 ＋塁香館 発行

・ 当館 蔵

明治に入って柳橋にかわる 隆盛を遂げた新

橋の花柳界を舞台と した作品 。 人気役者を

めぐって新橋芸者の腕くらべが繰り広げられ、

主人公の駒代に元の 妻 ・ 八重次の姿をみる

ことができる。 「文明j 掲載のものを改稿、 公

刊に先だって私家版として50部を刊行し知友

に配布した 。 私家版は流布本にない濃艶な

描写で知られる。 装禎は荷風自らの意匠による。

（写真 5 - 1 ） キ ャ プ シ ョ ン (1 50 X 1 50) 
資料名 の部分に章別の色を付 し た 。

（写真 5 - 2 ) パ ネ ル ( B 3 判） 上下 に 章別 の 色 を 付 し た 。

に ひと つ の 作 品を通 して読 ん でもらうしかけとして、 入 口 近 く に 詩 「震

災」 の 全文をパ ネ ル展示した。「震災」 は、関東大震災 に よ っ て江戸から明

治 に かけての文化が失われた様子と、 明治生まれの作者自身 の 面影を重ね

合わせた作品 で、 当展覧会 の コ ン セ プ ト を象徴する 内容でもある。 作品 そ

のも の の展示であることから、 他の パ ネ ル の キ ャ プ シ ョ ンとの 違いを明確

に す るた め、 特殊な文字体を使用 し、 印象的な展示となる よ う心がけた。

‘一

堅 れ
い か

の は

来場者 に展示 ス ト ー リ ーを順 に 追 っ てもらうため、 室 内は 強制動線とし

たが、 展示 ケ ー ス の 配列上、 複雑な順路をとる箇所もで き てしま っ た。 そ

こ で、 耐久性があ り 、 かつ容易 に 剥離で き る素材 を使 っ た シ ー ト を、 順路

の

荷 暮

表示 と して床面 に 添付した。 表示 内容 には、 矢 印ではな く 下駄 の イ ラ ス ト （写真 6 ) 作品引用
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を印刷し、 遊び心を演出した（写真 7 ) 。 床

面での順路表示は、 立ち型サインと比べて

視界を遮ることがなく、 また下駄のイラス

トも 「都市の散歩者」 という サブ タイ ト ル

や、 来館者の持つ荷風のイメ ージと重なる

部分があり、 好評であった。

(8 ) 「荷風展」 の評価

ところで、 平成 9 年 度より当館では常設

展示室のリ ニュ ーアルを計画し、 その前段

として常設展示室全体の 評価を行って き

た。 来館者および展示専門家、 他館学芸員
（写真 7 ) 下駄の イ ラ ス ト に よ る 順路表示

18) 

から寄せられた意見では、「常設展示室・改善への提言」 によると、 「体験コ ー ナ ーの設置」 「観

覧を手助けする印刷物」 「詳細な解説」「外国語の解説」「テ ー マの絞り込み」などが必要とされ

ている。 これらはそのまま企画展示のあり方へもつながることである。 本展でも、 こうした点

が反映されるよう展示を組み立てた。

また 「永井荷風と東京」 展開催の一年前にあたる1998年（平成10) の 6月から 7月にかけて、

当館の来館者および若い世代の大学生が、 荷風についてどの程度の認識を持っているか、 ある

いはどのような傾向の展示内容に興味を持っているかを知るため、アン ケ ー ト調査を行った（資

料 2 )。 近年、 話題を集めている展示評価のあり方は、 企画段階、 制作途中、 展示公開後のそれ
19) 

ぞれで実施、 各段階で企画内容の改善をすることが理想とされている。 今回行った調査のひと

つは企画段階におけるもので、 設問の多くは荷風の人物像がうかがえる内容とした。 荷風展の

告知の役割も持たせ、 また展示手法についての設問を具体的に提示し、 来館者が求める展示に
20 )  

ついて探って みた。
21 ) 

まず、 大学生を対象に行った調査では、 作家としての荷風の認知 度は比較的高いが、 作品そ

のものについてはなじみがなく、 作品の読書体験は極めて少ないという結果が出た。 荷風の人

生の出来事で認知 度が高いのは 『三 田文学』の主宰、 『断腸亭日 乗』の執筆、 アメ リ カやフラン

スヘの遊学、 出版物の発禁事件などの理由であった。 興味のある展示手法としては、 銀座のカ

フ ェ ーや偏奇館の復元のほか、 コ ンピュ ー タグラフ ィ ックやアニメ ーシ ョ ンを用いた映像に期

待が集まった。 また、 結果としてアン ケ ー トを通して荷風の生 き 方に興味を持った人も多かっ

た。
22) 

江戸東京博物館の来館者を対象とした調査では、 荷風の認知 度は高く、 作品については年齢

が上がるにつれ認知 度、 読書体験ともに高くなる傾向があり、『7墨東綺諌』を挙げる人が多かっ

た。 人生の 出来事では、 どの年齢でも、 出版物の発禁と銀座・玉の井・浅草への散策の認知 度

が高 い。 ただし年齢が上がるにつれ、 文化勲章受賞後 ・芸術院会員後の変わらない生活ぶりを
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江戸東京博物館では、 来年の夏に
なが い か ふ う

「永井荷風 と 東京」 展 （仮称） の開催 を計画 し て い ま す。

そ こ で、 よ り よ い 展覧会 に す る た め に ア ン ケ ー ト 調査 を 実施す る こ と に な り ま し た 。

皆 さ ん、 お忙 し い と は 思 い ま す が、 ご協力 お願 い い た し ま す。

1 . 永井荷風 と い う 作家 を知 っ て い ま すか。

1 . 知 っ て い る 2 . 知 ら な い

2 . 永井荷風の作品 を知 っ て い ま すか。 読ん だ こ と があ り ま すか。

1 . 知 っ て い る

L 作品名

1 . 読 ん だ こ と が あ る

二
名

2 . 知 ら な い

2 . 読 ん だ こ と は な い

3 . 永井荷風 っ て、 こ ん な人で し た 。 知 っ て い る 項 目 があれば、 0 を つ け て く だ さ い。

荷風の前半生
1 . 荷風 は 、 東京の小石川 生れです （明治12年） 。
2 . 父親 は 明治政府の高官。 荷風 は 、 父 の 望 む 出世 に 反発 し た 人 で し た 。
3 .  19歳で、 処女作 『簾の 月 』 を か か え て 、 広津柳浪 に 入 門 し ま し た 。
4 .  20歳頃か ら 、 芝居寄席遊里 に 出入 り し ま し た 。
5 . 同 じ こ ろ 、 落語家 の 弟子 と な り 、 寄席 に 出入 り し て い ま し た 。
6 .  21歳で歌舞伎座作者見習 い に な り ま し た 。
7 .  24歳 の と き （ 明治36年） か ら 、 ア メ リ カ に 約 4 年間外遊 し 、 そ の後、 フ ラ ン ス ヘ渡 り 約 1 年

間過 ご し ま し た 。
8 . 荷風 の作品 の 中 に は 、 発禁 に な っ た も の も あ り ま す 。
9 .  31歳の と き （ 明治43年） 、 森鵡外の推薦 に よ っ て 、 慶応義塾大学文学科教授 に 就任 し 、 約 6

年間 つ と め ま し た 。
10 . 同年、 「三田文学」 を 創刊、 主宰 し ま し た 。

荷風の後半生
1 1 . 明治末頃か ら 、 荷風の興味や意識 は 、 江戸趣味へ と 傾 き ま し た 。
12 .  41歳の と き （大正 9 年） 、 麻布 の 洋館 に 引 っ 越 し 、 偏寄館 （へ ん き か ん） と 命名 し ま し た 。
13 . 大正の終わ り 頃か ら 、 小説の取材の た め 、 銀座や 玉 の 井、 戦後 は浅草へ毎 日 の よ う に 出 か

け て い ま し た 。
14. 文化勲章 を 受賞 し て も 芸術院会員 に 選 ばれて も 、 ひ と り 狭い家 に く ら い 浅草が よ い の生活

を 変 え ま せ ん で し た 。
15.  30代 に 2 度結婚 し ま し た が、 そ の 後 は 一生独身 で過 ご し ま し た 。
16 .  38歳か ら 79歳で死去す る ま で、 荷風 は 日 記 を つ け て い ま し た 。 40数年間 に 渡 っ て 書かれた

こ の 日 記 は 『 断腸亭 日 乗J と し て 出版 さ れて い ま す 。

裏 面 も あ り ま す 否

（資料 2 - 1 ) 江戸東京博物館企画展 「永井荷風 と 東京」 展 ア ン ケ ー ト 調査票 （企画段階）
本調査 は 、 法政大学講師 ・ 村井良子氏 の協力 に よ り 、 博物館経営論 ・ 情報論の授業の 一環 と し て 、 江戸東京博物館企画展

示室 お よ び法政大学構内 に お い て 実施 し た 。
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来年開催す る 「永井荷風 と 東京」展 は 、 江戸東京博物館 ら し く 「都市 と く ら し 」 に 焦点 を あ て な が

ら 、 荷風が生 き た 時代、 愛 し た ま ち 、 描 い た 江戸東京 を 紹介す る 展示 を 考 え て い ま す。

4 . も し 、 次の よ う な展示があ っ た ら 、 あ な た は展覧会 に 来 た い と 思 い ま す か。
興味が あ る 展示 内容 に 0 を つ け て く だ さ い 。 い く つ で も か ま い ま せ ん 。

1 . 荷風が住 ん で い た麻布 の 洋館 ・ 偏寄館の復元 （ あ る い は 紹介）
2 . 荷風が通 っ た 銀座 の カ フ ェ ー の復元 （ あ る い は紹介）
3 . 行 き つ け だ っ た 浅草 の 洋食屋 の 復元 （ あ る い は紹介）
4 . 映画上映 と 映画 セ ッ ト の 復元／ 「夢 の 女」 （坂東玉三郎監督 ） 、 「渥 東綺讀」 な ど
5 . 荷風 の服、 傘、 帽子、 愛用 品 の 展示
6 . ダ ン デ ィ な 荷風 （パ ネ ル や人形／音声再現 つ き ） と 記念撮影が で き る コ ー ナ ー

7 . 荷風 に 変身 コ ー ナ ー （ 背広 と 傘、 帽子 な ど ）
8 . コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク や ア ニ メ ー シ ョ ン を 用 い て 、 荷風 の 人生や作品 を 紹介 す る 映像
9 . 「 日 和下駄」 で取 り 上 げ ら れ た 、 今 は な い 東京 の風景や風物 を 紹介 す る 写真、 絵画、 映像 や 案

内 パ ン フ レ ッ ト

10 . そ の 他

5 . 永井荷風 に 対 し て 、 ど ん な人物像、 イ メ ー ジ を持 っ て い ら っ し ゃ い ま す か。
ご 自 由 に お書 き く だ さ い。

も と も と の イ メ ー ジ は ？

こ の ア ン ケ ー ト で イ メ ー ジ が変わ り ま し た か。 1 . は い 2 . い い え

は い と お 答 え の 方、 永井荷風 の ど ん な と こ ろ に 興味 を 持 ち ま し た か ？

● あ な た の性別 は ？

● あ な た の年齢 は ？

1 . 男 2 . 女

1 .  12歳以下 2 .  13歳～18歳
4 .  35歳～54歳 5 . 55歳～64歳

ご 協 力 あ り が と う ご ざ し ヽ ま し た 。
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6 .  65歳以上

（ 資料 2 - 2 )  
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挙 げる人が多くなった。 また、 どの年齢でも、 回答が少 ないのは広津柳浪への入門と落語家・

歌舞伎作者を目指したことであった。 興味のある展示手法については、 若い層ほど 回答数が多

く、 どの年齢でも、 銀座のカフ ェ ーの復元に興味がある。 また、 偏奇館の復元や東京との関わ

り についての展示を希望する人も多く、 反対に人気がないのは、 記念撮影と変身のコ ー ナ ーで

あった。 さ らに、 もともとの荷風のイメ ージを、 自由な生き方を通した人、 と捉えている 回答

が多く、 前半生に興味を持ったという意見も見られた。

さ て、本展覧会における荷風の生き方や、東京との 関わり についての展示、『濯東綺調』や『断

腸亭 日 乗』の展示コ ー ナ ーを設けたことは、 アンケ ー ト調査の分析結果や提案と一致している。

しかし、 偏奇館については、 復元するとなると時間や予算をもっとかけなければ中途半端なも

のしかできあがらないため、 絵画や文献資料などの展示にとどめることとした。 また、 銀座の

カフ ェ ーの復元ついては、 思った以上に多くの要望があったが、 時間的、 予算的な制約のみな

らず、 荷風の展示なのか東京という都市の展示なのか、 焦点がぼやけるよう に思われ、 この要

望は本展覧会 に取り入れなかった。

展示には、 まず資料や十分な研究成果をふまえた スト ー リ ーがあり、 それに合わせた手法が

ある。 来館者が求める展示を知ることは 「わかりやすい」「見やすい」 展示を作る上で大切 なこ

とだが、 こうした条件が満た さ れた上でその要望を取り入れる必要があると、 自分は考えてい

る。

「永井荷風と東京」展開催中にも、 展示室の 出 口においてアン ケ ー ト調査を実施 （資料 3 )
23) 

し、 会期終了後 に分析を行った。 サ ンプル数は来場者の 4 ％にあたる1 ,721である。

回答者の性別は男性が女性をやや上 回り、 年齢では55歳以上が約半数を 占めた。 男性は65歳

以上が、 女性は16歳～34歳の比率が高く、 予測した来館者層に加えて、 若い世代の女性が見受

けられた。 都内から訪れた来館者が五割、 関東地方が三割で、 認知媒体は、 新 聞に次いで知人

からが高く、 ポ ス ターや車内広告の割合が高い点が特徴的である。 ポ ス タ ーデザイ ンとして、

作家展によく見られる 肖像ではなく、 荷風の似顔絵を用いたことが、 印象を強めたと考えられ

る。 また「生誕1 20年・没後80 年」のロゴ マ ー クを製作し、 掲載したことも注目を集めた要因で

あろう。 来場者には、 過去に当館を訪れた経験のある リ ピー タ ーの割合も高かった。

企画の内容については、「テ ー マ」「展示品」「展示品の見やす さ 」「解説」「解説の見やす さ 」

「図録の内容」と、 項 目 別の評価を行ったところ、 5 ポイ ン トを最高として平均4 .2ポイントと

いう高い評価を得た。 自由 回答でも 「よかった、 おもしろかった」「参考に なった、 実感がもて

た、 新たな興味が湧いた」という肯定的な意見が多数を 占めた。 その一方、 55歳より上の年齢

層では「字が小 さ い、 読みづらい」という意見が多く、 内容の評価が高くとも、 展示手法に配

慮をしなければ、 展覧会全体の評価が下がることを認識した。 自分にとって、 今後、 展示を行

う上で大きな課題である。 下駄 による順路表示や学芸員の解説に対する評価は、 おおむ ね良好

であった。
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企画展 「永井荷風 と 東京」 展ア ンケ ー ト

本 日 は ご観覧 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 今後の参考 と い た し ま す の でア ン ケ ー ト に ご協力 い た だ き ま
す よ う お願い 申 し 上 げ ま す。

Q 1 あ て は ま る も の を0でか こ んで く だ さ い。
1 ) 性別 ① 男 ② 女
2 ) 年齢 ① 15歳以下 ② 16~24歳 ③ 25~34歳 ④ 35~44歳

⑤ 45~54歳 ⑥ 55~64歳 ⑦ 65歳以上
3 ) 住所 ① 東京都 (23区内） ② 東京都 (23 区外） ③ 関東地方

④ そ の他の都道府県 ⑤ 海外

Q 2 こ の企画展の こ と は何でお知 り に な り ま し た か ？ あ て は ま る も の に い く つ で も 0 を つ け て く だ
さ い。

① 知人 ② ポ ス タ ー （駅 ： 線 駅， そ の 他の場所 ） 
③ 車内広告 (JR 営団地下鉄 都営地下鉄 そ の他私鉄 ［ 線］ そ の 他＿ー）
④ チ ラ シ （手 に 入れ ら れた場所 ： ） 
⑤ テ レ ビ （番組名 ） ⑥ ラ ジ オ （番組名
⑦ 新聞 （読売 朝 日 毎 日 日 経 産経 東京 そ の 他＿
⑧ 雑誌 （雑誌名 ：
⑨ 江戸東京博物館の な か で （看板 ポ ス タ ー チ ラ シ 映像 そ の 他
⑩ そ の他 （

Q 3 江戸東京博物館の企画展 を ご覧 に な る の は何回 目 です か ？ あ て は ま る も の 1 つ だ け 0 を つ け て
く だ さ い。

① 初 め て ② 2 回 ③ 3 回以上 （ 回数 ：

Q 4 今回 は企画展のほかに 常設展 を ご覧 に な り ま し た か ？
① 企画展だ け み た ② 両方み る

回 目 ）

記入 日 月 日 （ ）

Q 5 今回の企画展 は いかがですか ？ あ て は ま る も の 1 つ だ け 0 を つ け て く だ さ い。
1 ) テ ー マ I ①非常 に よ い ②良 い ③普通 ④ あ ま り 良 く な い ⑤良 く な い
2 ) 展示 に つ い て

(1)  展示品 ①非常 に よ い ②良 い ③普通 ④ あ ま り 良 く な い ⑤良 く な い
(2) 展示品 の 見や す さ ①非常 に よ い ②良 い ③普通 ④ あ ま り 良 く な い ⑤良 く な い
(3) 解説の 内容 ①非常 に よ い ②良 い ③普通 ④ あ ま り 良 く な い ⑤良 く な い
(4) 解説の見や す さ ①非常 に よ い ②良 い ③普通 ④ あ ま り 良 く な い ⑤良 く な い

3 ) 図録の 内容 ①非常 に よ い ②良 い ③普通 ④ あ ま り 良 く な い ⑤良 く な い

Q 6 そ の他 ご感想、 お気づ き の点 な どがあ り ま し た ら お聞かせ く だ さ い。 （裏面 も お使 い く だ さ い）

ご協力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

（資料 3 ) 江戸東京博物館企画展 「永井荷風 と 東京」 展 ア ン ケ ー ト 調査票 （展示公開後）

- 148-



「永井荷風 と 東京」 展の企画 と 実施 ー文学展示の 方法一

おわ り に

1 , 000平方 メ ー ト ル も の 広 い 企画展示室 の ス ペ ー ス を 、 書籍、 原稿、 書簡 と い っ た 小 さ な 資料

の み で埋 め て し ま う こ と は 、 観覧者 の 疲労 を 招 く 。 そ こ で、 わ か り や す く 観や す い 展示 と す る

た め に 、 要所要所で筆墨類や 関連資料の 紹介 に 努 め 、 当 館 に お け る 文学展示 の あ り 方 を提示 し

た 。 な お 、 本展覧会 と 平行 し て 準備が進 め ら れた 神奈川 県立近代文学館の 「永井荷風」 展 で は 、

荷風 の 生誕か ら 没 す る ま で を 、 豊富 な 資料、 書籍、 原稿、 書簡 に よ っ て 表 し て い た が、 コ ー ナ ー

ご と に コ ンパ ク ト に テ ー マ が ま と め ら れ、 観覧者 の興味 を う な がす展示 と な っ て い た 。 原稿類

に つ い て は 現存す る ほ と ん ど の も の を 展示、 日 記 は 関連 の 内容 ご と に 紹介 さ れ、 そ の 資料価値

を よ く 訴 え て い た 。 挿絵の 原画 は作品世界 を 理解す る に大 き な ヒ ン ト を 与 え 、 中 国文学の理解

者 と し て の荷風 に 焦点 を あ て た コ ー ナ ー も 、 圧巻で あ っ た 。 来館者 は 資料 を 通 し て 作家 の 業績

に 触れ、 荷風 の 世界 に 更 な る 興味 を 示 し た に 違 い な い 。 神奈川 近代文学館 と は協 同 で資料の 調

査 ・ 借用 を行 う こ と も で き 、 展覧会の 準備 に お け る 館同士の つ な が り の 大切 さ も 感 じ た 。 そ し

て双方が違 っ た 視点 で展示 を組み立 て た こ と で、 そ れ ぞ れ の 役割分担が果 た せ た の で は な い か
24 )  

と 思 っ て い る 。

ま た 、 「永井荷風 と 東京」 展 で は 、 図録 (A4判 ・ 220頁） の編集 • 発行、 講瀕会 ・ 講座 ・ 展示

解説 な ど の 関連事業、 広報活動、 オ リ ジ ナ ル絵葉書 ・ テ レ ホ ン カ ー ド と い っ た 関連商品 の販売

な ど を 実施 し た 。 な お 、 来場者数 は会期36 日 間 で40 , 737人 で あ っ た が、 図録 は 来場者 の 8 . 3％ に

あ た る 3 , 319冊 を販売 し 、 大 き な成果 を あ げた 。

展覧会の終了後、 講談社文芸文庫か ら は 『 日 和下駄』 『 あ め り か物語」 が、 岩波文庫か ら は

『江戸藝術論』 が刊行 さ れて店頭 に 並 び、 ま た 、 再版 と な っ た 作品 も い く つ か見 ら れた 。 さ ま

ざ ま な 逸話で人 び と の 記憶 に 残 る 人生 を 送 っ た 荷風 で あ る が、 評価 さ れ る べ き は や は り 彼の 作

家 と し て の業績で あ る 。 荷風作品 を ひ と り で も 多 く の 人 に 味わ っ て欲 し い と い う 願 い は 、 展覧

会開催 の 大 き な 目 的で あ っ た 。 『 あ め り か物語』 や 『江戸藝術論』 は 、 そ れ ま で単行本での 入手

は 困難で あ っ た 。 展覧会 を き っ か け と し て 刊行 さ れた 文庫本 は 、 廉価で手軽 な も の で あ る 。 だ

か ら こ そ 、 収録 さ れた 作品 は人 び と に 読 み継がれ る こ と と な る で あ ろ う 。

本企画展 の 開催 に あ た っ て は 、 多 く の 館職員 の協力 を得た こ と は 言 う ま で も な い が、 厳 し い

ス ケ ジ ュ ー ル の 中 で、 共 に 準備 を 進 め て き た 山崎尚 之 当 館学芸員 に は 特 に 感謝の意 を表 し た い 。

自 分 に と っ て 、 展示 を 通 し て 触れ た 作家 ・ 永井荷風 の 魅力 に は 大 い に 惹 か れ る も の が あ る 。

そ し て 、 展 覧会 の準備期間 に 発見 さ れた 資料 を巡 り 、 新た な荷風像 を模索す る こ と も 今後の大

き な課題 と な る こ と を 実感 し て い る 。

本展覧会 で は 、 博物館 に お け る 文学展示 の あ り 方 を 提示す る こ と がで き た 。 こ れか ら 常設展

示や企画展 に お い て 文学 を テ ー マ と し た 展示 を行 う 場合、 こ の 経験 を生かせ る よ う 励 み た い と

思 っ て い る 。 (2001年 （平成 13) 5 月 脱稿）
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【註】

1 ) 宮瀧交二 「文学館 に お け る 「展示の記録化」 に 向 け て 」 （ 『全国文学館協議会会報』 第 4 号 1997年

（平成 9 ) )

2 ) 木原直彦 「全国文学館等一覧表」 （ 『全国文学館協議会会報』 第 14号 2000年 （平成12) )

3 ) 江戸東京博物館 『 ご あ ん な い パ ン フ レ ッ ト 』 2001年 （平成13) 改訂版

4 ) 江戸東京博物館の各施設に つ い て は毎年発行 さ れ る 『江戸東京博物館要覧』 に詳 し い 。

5 ) 数力 月 ご と に 展示が入れ替わ る 。 こ の ほ か谷崎潤一郎 『鮫人』 や高見順 『如何 な る 星の 下 に 』 な ど

を 展示。

6 ) 竹内誠 「館長 ご あ い さ つ」 （ 『江戸東京博物館要覧 2000』 )

7 )  「江戸東京博物館 ＜本館編〉 企画展示」 （同上 6 )

8 ) 館外の有識者か ら 成 る 館長の諮問機関。

9 ) 開催条件が類似す る 、 夏季 ・ 冬季 に 開催 さ れた 自 主企画展 を参考 と し た。

10) 『荷風全集』 （岩波書店 1992~95年 （平成 4 ~ 7 ) )

11) 松岡久美子 （元同館学芸員） に よ る 資料調査 ノ ー ト 。

12) 新発見 の 書簡 に つ い て は 同展示図録 に 一部 を 翻刻掲載。 の ち 「新出永井荷風書簡 （四十二通） ー 付、

参考書簡」 （ 『文学』 岩波書店 1999秋） に 全集末掲載の42通 を翻刻紹介 し て い る 。

13) 「織田 一磨君作東京風景版蓋集の序」 （織 田一磨 『 自 画石版 東京風景』 1917年 （大正 6 ) )

14) 〈描かれた荷風〉 と い う 視点 に つ い て は 、 中村良衛 「「奇人」 伝説 ー 戦後マ ス コ ミ の伝 え た荷風像」

（ 『 ユ リ イ カ 』 1997年 （平成 9 ) 3 月 号） に依 る と こ ろ が大 き い。

15) 1999年 （平成11) 10月 2 日 か ら 11月 7 日 ま で、 神奈川近代文学館 に お い て 開催 さ れた 「永井荷風展」

で は 、 時代 ・ テ ー マ に よ っ て構成 さ れた そ れぞれの展示 コ ー ナ ー で 『 断腸亭 日 乗』 を 展示。 日 記の記

さ れた状況 を 、 理解 さ せ る 効果 を 呼んでい た。

16) 日 記以外 に も 、 作品か ら 生家の様子 を 記 し た箇所 な ど を 抜 き 出 し 、 キ ャ プ シ ョ ン で展示 内容 に 関連

さ せ て 紹介 し た 。

17) 河越雄ニ ・ 宮瀧交二 「展示批評 永井荷風 と 東京展」 （ 『東京都江戸東京博物館研究報告』 第 5 号

2000年 （平成12) ) で は 、 当展覧会 に対す る 的確 あ る い は あ た た か な 批評 を い た だ い た 。 な か で も 、

壁面 に展示 し た新聞記事コ ピ ー の パ ネ ルの文字サ イ ズが小 さ か っ た こ と に つ い て は 、 指摘 ど お り 見 に

く い も の で、 今後の 展覧会で は 改善す る よ う 努力 し た い。

18) 『東京都江戸東京博物館 常設展示展示評価調査 平成 9 年度 ・ 10年度 統合 ・ 要約編』 ( 1999年

（平成11) 3 月 ）

19) 『琵琶湖博物館研究調査報告17号 ワ ー ク シ ョ ッ プ＆ シ ン ポ ジ ウ ム 博物館 を評価す る 視点』 (2000年

（平成12) 3 月 ）

20) 来館者 を対象 と し た調査で は 、 企画展示室 （「伊能忠敬」 展開催中） で調査票 を配付 ． 回収。 サ ン

プル数273。 大学生 を 対象 と し た調査で は 、 法政大学構内 で調査票 を 配付・ 回収。 50名 の履修学生が、

各々 20名 の学生 に 対 し て 回収す る こ と を 目標 と し た 。 サ ン プル数1093。

21) ア ン ケ ー ト 回答者の年齢層 は、 3 ． の 19歳～34歳が多 く を 占 め た 。

22) ア ン ケ ー ト 回答者 の 年齢 は 、 すべて の層 に 渡 っ て 分布 し た が、 1 ． の 12歳以下、 2 ． の 13歳～18歳 は

少 な か っ た 。

23) 『平成11年度 江戸東京博物館企画展 来館者ア ン ケ ー ト の 集計 ・ 分析等 の委託 報告書』 (2000

年 （平成12) 3 月 ）

24) 1999年 （平成11) 10月 20 日 に行わ れた 「企画展示 「永井荷風 と 東京展」 を 批評す る ー ワ シ も 荷風 を

考 え た ー 」 （行吉正一 当 館学芸員） に お い て も 、 両館が異な る 視点 で展示 を組み立 て た こ と に つ い て

の言及が あ っ た 。
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